
   

距
離

 
5.0km

 
 消
費
カ
ロ
リ
ー

 
 

 
 

 
225

K
cal 

体
重
６
０
ｋ
ｇ
の
方
が

 
 

時
速
４

kｍ
で
歩
い

 
た
場
合

 
 

 

手
賀
沼
の
う
な
き
ち

さ
ん

 

                       

❶
「
や
す
ら
ぎ
の
道
」
の
並
木

 
(成
田
線
車
窓
八
景
）
 

新
木
駅
前
「や
す
ら
ぎ
の
道
」
の
ム
サ
シ
ノ
ケ
ヤ
キ
は
、
箒
を
逆

さ
ま
に
し
た
よ
う
な
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
立
ち
姿
で
す
。
並
木
は
布
佐

平
和
台
に
入
る
と
ト
ウ
カ
エ
デ
に
変
わ
り
ま
す
。

 
❷
広
大
な
手
賀
沼
干
拓
地

 
（斜
面
林
･田
園
八
景
）
 

手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
に
沿
う
、
東
西
約

6
ｋ
ｍ
、
南
北
約

50
0
ｍ
～

1
ｋ
ｍ
の
干
拓
地
で
す
。
手
賀
沼
干
拓
事
業
は
江
戸

時
代
か
ら
何
度
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
よ
う
や
く
現
在
の

広
大
な
水
田
地
帯
と
な
り
ま
し
た
。
や
す
ら
ぎ
の
道
か
ら
も
見
渡

せ
た
干
拓
地
は
、
家
が
建
ち
並
ん
だ
現
在
、
千
間
堤
と
そ
の
近

辺
が
見
え
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

 
❸
新
木
駅
北
側
付
近
の
樹
林
地

 
（
成
田
線
車
窓
八
景
）
 

東
西
数
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
屋
敷
林
で
、
そ
の
昔
、
大
き
か
っ

た
手
賀
沼
か
ら
の
強
風
を
防
ぐ
た
め
に
各
屋
敷
の
南
側
に
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
シ
イ
ノ
キ
、
ム
ク
、
ニ
レ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
、
樹
齢

20
0
年
以
上
の
樹
も
あ
り
ま
す
。

 
❹
葺
不
合
神
社

 
(ふ
き
あ
え
ず
じ
ん
じ
ゃ

) 

国
道

35
6
号
に
面
し
た
一
の
鳥
居
か
ら
下
り
、
二
の
鳥
居
か
ら

は
上
が
る
珍
し
い
参
道
で
す
。
古
い
２
本
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
市

指
定
保
存
樹
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
の
鳥
居
、
拝
殿
、
後
方

の
本
殿
は
市
指
定
文
化
財
で
す
。
本
殿
の
「
天
岩
戸
」
「
八
岐

大
蛇
（
や
ま
た
の
お
ろ
ち
）
退
治
」
等
の
彫
刻
が
見
事
で
す
。
新

四
国
相
馬
霊
場
第

77
番
の
札
所
が
あ
り
ま
す
。

 
❺
古
戸
の
坂
の
十
字
路

 
（
坂
道
八
景
）
 

二
本
の
坂
道
が

X
字
形
に
交
叉
し
、
迷
宮
に
入
り
込
ん
だ
よ
う

な
錯
覚
に
襲
わ
れ
ま
す
。
こ
の
十
字
路
は
古
戸
稲
荷
神
社
や

天
神
様
へ
の
道
で
あ
り
、
昔
か
ら
住
民
の
大
切
な
生
活
道
路
で

す
。

 
 

❻
天
満
宮

 

 
利
根
川
沿
い
の
水
田
地
帯
を
見
下
ろ
す
台
地
に
あ
り
、
地
元
で

は
天
神
様
と
言
わ
れ
、
梅
や
桜
、
イ
チ
ョ
ウ
の
古
木
と
孟
宗
竹

林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
土
地
理
院
の
三
等
三
角
点
が
あ
り

ま
す
｡ 

➐
利
根
水
郷
ラ
イ
ン
か
ら
望
む
緑
の
帯

 
（
斜
面
林
・
田
園
八
景
）
 

市
民
体
育
館
付
近
か
ら
見
る
田
園
と
直
線
距
離
で
約
５
ｋ
ｍ
に

わ
た
っ
て
見
渡
せ
る
斜
面
林
の
緑
の
帯
は
、
我
孫
子
市
の
北

面
の
代
表
的
な
景
観
で
す
。
そ
の
斜
面
林
に
沿
っ
て
ハ
ケ
の
道

が
迷
路
の
よ
う
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
続
い
て
い
ま
す
。

 

❽
ハ
ケ
の
道
の
迷
路

 
（
ハ
ケ
の
道
八
景
）
 

我
孫
子
の
台
地
の
北
面
を
包
み
込
む
斜
面
林
は
延
々
と
続
き

ま
す
。
ハ
ケ
の
道
は
そ
の
斜
面
林
に
沿
い
、
片
側
に
谷
津
や
田

園
を
眺
め
、
迷
路
の
よ
う
で
す
。
水
神
様
の
祠
を
過
ぎ
て
東
端

の
新
木
小
学
校
の
下
迄
続
き
ま
す
。

 

 

《健
脚
コ
ー
ス
の
見
ど
こ
ろ
》 

〇
高
垣
の
あ
る
通
り

 

二
層
構
造
の
生
垣
で
、
そ
の
高
さ
は
５
ｍ
以
上
あ
り
、
我
孫
子

市
の
「
第
１
回
景
観
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
山
背
（
や
ま
せ
：
北

東
の
風
の
意
）
が
吹
く
と
茅
葺
屋
根
が
は
が
れ
る
の
で
、
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
北
東
側
に
高
垣
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

 

〇
桜
井
戸

 
 

中
相
馬
の
七
ツ
井
戸
の
一
つ
で
、
か
つ
て
飲
料
水
、
農
業
用
水

と
し
て
村
民
の
生
活
を
支
え
て
き
た
共
同
井
戸
で
す
。

 

今
で
も
年
末
に
井
戸
掃
除
が
行
わ
れ
、
し
め
縄
が
張
ら
れ
て
い

ま
す
。

 

 

 

ス
タ
ー
ト
・
新
木
駅
南
口

 

「や
す
ら
ぎ
の
道
」の
並
木

 

広
大
な
手
賀
沼
干
拓
地

 

新
木
駅
北
側
付
近
の
樹
林
地

 

ふ
き

あ
え

ず
じ

ん
じ

ゃ
 

葺
不

合
神

社
 

 

 

古
戸
の
坂
の
十
字
路

 

天
満

宮
 

利
根
水
郷
ラ
イ
ン
か
ら

 
望
む
緑
の
帯

 

 

ゴ
ー
ル
・
新
木
駅
北
口

 

❷
 ❸

 

❶
 

❺
 ❻

 ❼
 ❽

 
ハ

ケ
の

道
の

迷
路

 

 
 

八
景
歩
き
は
他
に
も

 

コ
ー
ス
が
あ
る
よ
！

 

布
佐
・
新
木

 
ｴ
ﾘ
ｱ

 
 

２
 



 

 

 

   

観音寺 気象台

記念公園

ハケの道の迷路

（ハケの道八景）

天満宮

至
水
神
様
の
祠

古戸の坂の
十字路

新木
県営住宅

県立我孫子

特別支援学校
湖北中学校

長福寺

真栄寺

観音寺

古戸稲荷神社

気象台

記念公園

コンビニ

 

北口

新木近隣センター

新木

小学校

大師堂

天満宮

ふきあえずじんじゃ

葺不合神社

新木駅北側付近の樹林地
（成田線車窓八景）

桜井戸
ハケの道の迷路
（ハケの道八景）

手賀沼干拓地
ビューポイント

足を延ばして

健脚コース

古戸稲荷神社も

おすすめ

国道356号

三角点

あらき園

国道356号

大師堂

葺不合神社
細い坂道

を登る

≪葺不合神社付近拡大図≫

天満宮

至
水
神
様
の
祠

古戸の坂の
十字路

古戸の坂の十字路
（坂道八景）

高垣のある通り

真栄寺

あらき園

布佐平和台

❶

❷

❸

❹

❺

❻

➐
❽

障害者

福祉センター

水神様の祠

❽

桜井戸

市民体育館

手賀沼

ふれあいラインライン

☆

新木県営住宅
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➍葺不合神社 ❸新木駅北側付近の樹林地 ❷広大な手賀沼干拓地を望む ❶「やすらぎの道」の並木 

 

 

❺古戸の坂の十字路 

 

 

Ｎ 

「やすらぎの道」の並木 
（成田線車窓八景） 

市民体育館 

広大な手が沼干拓地を望む 

   （斜面林・田園八景） 

➐利根水郷ラインから望む緑の帯  

お勧めコース 

健脚コース 

斜面林（緑の帯） 

手賀沼のうなきちさん 

❽ハケの道の迷路 

 
ハケの道の迷路 
 （ハケの道八景） 

我孫子市の歴史・文化を語るうえで 

大切なもの、価値があると思うもの 

我孫子遺産 


